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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＰＳＴＮインターフェースとＶｏＩＰ網インターフェースとの間の呼の中継を行うＶｏ
ＩＰゲートウエイ装置であって、
　ＰＳＴＮの番号体系に従った電話番号であるＰＳＴＮ番号と、ＶｏＩＰの番号体系に従
った電話番号であるＶｏＩＰ番号との対応関係を記憶する記憶手段と、
　前記ＰＳＴＮインターフェースに呼が着信した場合に、当該呼に発番号として付与され
ているＰＳＴＮ番号を、当該ＰＳＴＮ番号に対応付けられて前記記憶手段に記憶されてい
るＶｏＩＰ番号に変換し、当該呼を前記ＶｏＩＰ網インターフェースから送出する発呼制
御手段と、を有すること
　を特徴とするＶｏＩＰゲートウエイ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＶｏＩＰゲートウエイ装置であって、
　前記ＰＳＴＮ番号は、ＰＳＴＮ電話サービスの電話番号とサブアドレスとをつなぎ合わ
せた番号であり、
　前記発呼制御手段は、
　前記ＰＳＴＮインターフェースに呼が着信した場合に、当該呼で指定されている発番号
と該発番号のサブアドレスとをつなぎ合わせた番号を、当該呼に発番号として付与されて
いるＰＳＴＮ番号とすること
　を特徴とするＶｏＩＰゲートウエイ装置。
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【請求項３】
　ＰＳＴＮインターフェースとＶｏＩＰ網インターフェースとの間の呼の中継を行うＶｏ
ＩＰゲートウエイ装置であって、
　ＰＳＴＮの番号体系に従った電話番号であるＰＳＴＮ番号と、ＶｏＩＰの番号体系に従
った電話番号であるＶｏＩＰ番号との対応関係を記憶する記憶手段と、
　前記ＶｏＩＰ網インターフェースに呼が着信した場合に、当該呼の着番号であるＶｏＩ
Ｐ番号に対応付けられて前記記憶手段に記憶されているＰＳＴＮ番号を特定し、特定した
ＰＳＴＮ番号を当該呼の着番号に変換して、当該呼を前記ＰＳＴＮインターフェースから
送出する着呼制御手段と、を有すること
　を特徴とするＶｏＩＰゲートウエイ装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のＶｏＩＰゲートウエイ装置であって、
　前記ＰＳＴＮ番号は、ＰＳＴＮ電話サービスの電話番号とサブアドレスとをつなぎ合わ
せた番号であり、
　前記着呼制御手段は、
　前記ＶｏＩＰ網インターフェースに着信した呼の着番号（ＶｏＩＰ番号）から特定した
ＰＳＴＮ番号を電話番号とサブアドレスとに分離し、該電話番号を着番号とし、且つ、該
サブアドレスを該着番号のサブアドレスとして、当該呼を前記ＰＳＴＮインターフェース
から送出すること
　を特徴とするＶｏＩＰゲートウエイ装置。
【請求項５】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置がＰＳＴＮインターフェースとＶｏＩＰ網インターフェース
との間の呼の中継を行う呼中継方法であって、
　前記ＰＳＴＮインターフェースに呼が着信した場合に、ＰＳＴＮの番号体系に従った電
話番号であるＰＳＴＮ番号とＶｏＩＰの番号体系に従った電話番号であるＶｏＩＰ番号と
の対応関係を記憶する記憶手段を参照して、当該呼に発番号として付与されているＰＳＴ
Ｎ番号に対応するＶｏＩＰ番号を特定し、当該呼の発番号を特定したＶｏＩＰ番号に変換
してから、当該呼を前記ＶｏＩＰ網インターフェースから送出するステップと、
　前記ＶｏＩＰ網インターフェースに呼が着信した場合に、前記記憶手段を参照して、当
該呼の着番号であるＶｏＩＰ番号に対応するＰＳＴＮ番号を特定し、当該呼の着番号を特
定したＰＳＴＮ番号に変換してから、当該呼を前記ＰＳＴＮインターフェースから送出す
るステップと、を有すること
　を特徴とする呼中継方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＰＳＴＮ（Public Switched Telephone Network）インターフェースおよび
ＶｏＩＰ（Voice over IP）網インターフェース間の呼の中継を行うＶｏＩＰゲートウエ
イ装置に関し、特に、ＰＢＸ（Private Branch Exchange）に設定されている番号計画を
、ＰＳＴＮの番号体系からＶｏＩＰの番号体系へ編集することなく、該ＰＢＸをＶｏＩＰ
網に接続する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存のＰＢＸや電話端末をＶｏＩＰ網に接続してＩＰ電話サービスを受けるための装置
として、ＶｏＩＰゲートウエイ装置が知られている。ＶｏＩＰゲートウエイ装置は、既存
のＰＢＸや電話端末からの通話信号や制御信号をＰＳＴＮインターフェースで受信し、こ
れらのＶｏＩＰパケット化してＶｏＩＰ網インターフェースからＶｏＩＰ網に送出したり
、ＶｏＩＰ網インターフェースを介してＶｏＩＰ網から受信したＶｏＩＰパケットから通
話信号や制御信号を復元し、これらをＰＳＴＮインターフェースを介してＰＢＸや電話端
末に送出したりする（例えば、特許文献１参照）。
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【０００３】
【特許文献１】特開２００３-２９８６６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、ＰＳＴＮに接続して電話サービスを受けていたＰＢＸを、ＶｏＩＰゲートウ
エイ装置を介してＶｏＩＰ網に接続してＩＰ電話サービスを受けるようにした場合、これ
に伴い契約番号が変わるため、ＰＢＸに登録されている番号計画を変更する必要がある。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、本発明の目的は、ＰＳＴＮインターフ
ェースに接続されたＰＢＸ等の収容装置の番号計画を変更することなく、該収容装置をＶ
ｏＩＰ網に接続してＩＰ電話サービスを受けられるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明では、ＶｏＩＰゲートウエイ装置が番号編集を行う
。具体的には、ＰＳＴＮの番号体系に従った電話番号であるＰＳＴＮ番号からＶｏＩＰの
番号体系に従った電話番号であるＶｏＩＰ番号への変換、あるいは、ＶｏＩＰ番号からＰ
ＳＴＮ番号への変換を行う。
【０００７】
　例えば、本発明の第１の態様は、ＰＳＴＮインターフェースとＶｏＩＰ網インターフェ
ースとの間の呼の中継を行うＶｏＩＰゲートウエイ装置であって、
　ＰＳＴＮの番号体系に従った電話番号であるＰＳＴＮ番号と、ＶｏＩＰの番号体系に従
った電話番号であるＶｏＩＰ番号との対応関係を記憶する記憶手段と、
　前記ＰＳＴＮインターフェースに呼が着信した場合に、当該呼に発番号として付与され
ているＰＳＴＮ番号を、当該ＰＳＴＮ番号に対応付けられて前記記憶手段に記憶されてい
るＶｏＩＰ番号に変換し、当該呼を前記ＶｏＩＰ網インターフェースから送出する発呼制
御手段と、を有する。
【０００８】
　また、本発明の第２の態様は、ＰＳＴＮインターフェースとＶｏＩＰ網インターフェー
スとの間の呼の中継を行うＶｏＩＰゲートウエイ装置であって、
　ＰＳＴＮの番号体系に従った電話番号であるＰＳＴＮ番号と、ＶｏＩＰの番号体系に従
った電話番号であるＶｏＩＰ番号との対応関係を記憶する記憶手段と、
　前記ＶｏＩＰ網インターフェースに呼が着信した場合に、当該呼の着番号であるＶｏＩ
Ｐ番号に対応付けられて前記記憶手段に記憶されているＰＳＴＮ番号を特定し、特定した
ＰＳＴＮ番号を当該呼の着番号に変換して、当該呼を前記ＰＳＴＮインターフェースから
送出する着呼制御手段と、を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、ＶｏＩＰゲートウエイ装置が番号編集を行う。ＰＳＴＮインターフェース
に着信した呼にＰＳＴＮ番号が発番号として付与されている場合は、この番号をＶｏＩＰ
番号に変換してから呼をＶｏＩＰ網に送出する。あるいは、ＶｏＩＰインターフェースに
着信した呼に着番号として付与されているＶｏＩＰ番号をＰＳＴＮ番号に変換し、それか
ら該呼をＰＳＴＮインターフェースから出力する。したがって、ＰＳＴＮインターフェー
スに接続されたＰＢＸ等の収容装置に設定されている番号計画を変更することなく、該収
容装置をＶｏＩＰ網に接続してＩＰ電話サービスを受けられるようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
【００１１】
　図１は本発明の一実施形態が適用されたＶｏＩＰゲートウエイ装置の概略図である。
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【００１２】
　図示するように、本実施形態のＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、回線ＩＦ（インターフ
ェース）部１０１と、ＩＰ網ＩＦ部１０２と、ＲＴＰ（Real-time Transport Protocol）
処理部１０３と、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）処理部１０４と、番号記憶部
１０５と、を有する。
【００１３】
　回線ＩＦ部１０１は、例えばＩＳＤＮ一次群速度インタフェース回線を介して、ＰＢＸ
等の収容装置と通話信号および呼制御信号の送受を行なう。
【００１４】
　ＩＰ網ＩＦ部１０２は、例えばＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）を介して、ＶｏＩＰ網と
ＶｏＩＰパケットの送受を行う。
【００１５】
　ＳＩＰ処理部１０４は、ＳＩＰサーバと連携してＳＩＰに規定するＶｏＩＰの呼制御手
順を行い、通話相手のＶｏＩＰ端末との間に呼を確立する。そして、この呼に割り当てる
収容装置との通話のためのチャネル（例えばＩＳＤＮのＢチャネル）を決定し、決定した
チャネルを通話相手のＶｏＩＰ端末のＩＰアドレスと共にＲＴＰ処理部１０３に通知する
。また、ＳＩＰ処理部１０４は、回線ＩＦ部１０１に着信した呼（収容装置が発呼側の場
合）の発番号、および、ＩＰ網ＩＦ部１０２に着信した呼（収容装置が着呼側の場合）の
着番号を編集する。
【００１６】
　ＲＴＰ処理部１０３は、回線ＩＦ部１０１がＳＩＰ処理部１０４より通知されたチャネ
ルを介して収容装置より受信した通話信号、および、ＩＰ網ＩＦ部１０２が受信した、Ｓ
ＩＰ処理部１０４より通知されたＩＰアドレスを持つＶｏＩＰ端末のＲＴＰパケットに対
して、ＲＴＰに規定する処理を行う。
【００１７】
　具体的には、回線ＩＦ部１０１がＳＩＰ処理部１０４より通知されたチャネルを介して
受信した通話信号をＲＴＰパケット化し、このＲＴＰパケットを、ＳＩＰ処理部１０４よ
り通知されたＩＰアドレスを宛先としてＩＰ網ＩＦ部１０２へ渡す。また、ＩＰ網ＩＦ部
１０２が受信した、ＳＩＰ処理部１０４より通知されたＩＰアドレスを発信元とするＲＴ
Ｐパケットから通話信号を復元し、これを回線ＩＦ部１０１を介してＳＩＰ処理部１０４
より通知されたチャネルへ送信する。
【００１８】
　番号記憶部１０５には、ＳＩＰ処理部１０４が番号編集に用いる番号編集テーブルが記
憶されている。図２は番号編集テーブルを模式的に表した図である。図示するように、発
番号編集テーブルには、ＰＳＴＮの番号体系に従った電話番号であるＰＳＴＮ番号１０５
１毎に、ＶｏＩＰの番号体系に従った電話番号であるＶｏＩＰ番号１０５２が対応付けら
れて登録されている。ここで、ＰＳＴＮ番号１０５１は、外線番号と内線番号とを繋ぎ合
わせた番号でもよい。
【００１９】
　上述したＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、例えば図３に示すような、ＣＰＵ５１と、プ
ログラムが記憶されているプログラムメモリ５２と、データが記憶されているデータメモ
リ５３と、例えばＩＳＤＮ一次群速度インタフェース回線と接続し、該回線を介して収容
装置と通信を行なう回線ＩＦ５４と、例えばＬＡＮケーブルと接続し、該ケーブルを介し
てＶｏＩＰ網と通信を行なうネットワークＩＦ５５と、これら各構成要素５１～５５を相
互接続する内部バス５６と、を有するコンピュータシステムにおいて、ＣＰＵ５１がプロ
グラムメモリ５２に記憶されているプログラムを実行することで実現される。この場合、
番号記憶部１０５にはデータメモリ５３が、回線ＩＦ部１０１には回線ＩＦ５４が、そし
て、ＩＰ網ＩＦ部１０２にはネットワークＩＦ５５が用いられる。
【００２０】
　次に、上記構成のＶｏＩＰゲートウエイ装置１の動作を説明する。
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【００２１】
　図４はＶｏＩＰゲートウエイ装置１の呼制御処理を説明するためのフロー図である。
【００２２】
　ＳＩＰ処理部１０４は、回線ＩＦ部１０１が例えばＩＳＤＮのＤチャネルを介してＳＥ
ＴＵＰメッセージを受信（収容装置が発呼側）すると（Ｓ１０１でＹｅｓ）、後述する発
呼制御処理を行う（Ｓ１０４）。また、ＩＰ網ＩＦ部１０２がＩＮＶＩＴＥメッセージを
格納したＳＩＰパケットを受信（収容装置が着呼側）すると（Ｓ１０１でＮｏ、Ｓ１０２
でＹｅｓ）、後述する着呼制御処理を行う（Ｓ１０５）。このように、起呼状態を継続的
に監視している。
【００２３】
　図５は発呼制御処理（図４のＳ１０４）を説明するためのフロー図である。
【００２４】
　ＳＩＰ処理部１０４は、回線ＩＦ部１０１が受信したＳＥＴＵＰメッセージに含まれて
いる発番号（あるいは発番号および発番号のサブアドレス）を特定する（Ｓ１０４１）。
次に、番号記憶部１０５を参照し、特定した発番号（あるいは発番号と発番号のサブアド
レスとを繋ぎ合わせた番号）を番号記憶部１０５に記憶されているＰＳＴＮ番号１０５１
から検索し、該発番号と一致するＰＳＴＮ番号１０５１に対応付けられているＶｏＩＰ番
号１０５２を特定する（Ｓ１０４２）。そして、特定したＶｏＩＰ番号を発番号とし、該
ＳＥＴＵＰメッセージに含まれている着番号（ＶｏＩＰ番号）を着番号とするＩＮＶＩＴ
Ｅメッセージを格納したＳＩＰパケットを生成し（Ｓ１０４３）、このＳＩＰパケットを
ＩＰ網ＩＦ部１０２を介してＶｏＩＰ網に送信する（Ｓ１０４４）。このＩＮＶＩＴＥメ
ッセージは、ＳＩＰサーバを経由して、通話相手のＶｏＩＰ端末に転送される。そして、
通話相手のＶｏＩＰ端末が本ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に対して応答メッセージ（２０
０ＯＫ）を送信する。その後、ＳＩＰ処理部１０４は、該応答メッセージを送信したＶｏ
ＩＰ端末との間で、ＳＩＰに従った呼制御手順を行い、該ＶｏＩＰ端末との間に呼を確立
する（Ｓ１０４５）。
【００２５】
　それから、ＳＩＰ処理部１０４は回線ＩＦ部１０１にチャネル割当てを要求する。これ
を受けて、回線ＩＦ部１０１は、確立された呼に割当てる収容装置との間のチャネルを設
定し、設定したチャネルをＳＩＰ処理部１０４に通知する。ＳＩＰ処理部１０４は、回線
ＩＦ部１０１から通知されたチャネルおよび通話相手のＶｏＩＰ端末のＩＰアドレスをＲ
ＴＰ処理部１０３に通知する。これを受けて、ＲＴＰ処理部１０３は、回線ＩＦ部１０１
がＳＩＰ処理部１０４より通知されたチャネルを介して収容装置より受信した通話信号、
および、ＩＰ網ＩＦ部１０２が受信した、ＳＩＰ処理部１０４より通知されたＩＰアドレ
スを持つ通話相手のＲＴＰパケットに対して、ＲＴＰに規定する処理を行う。これにより
、通話が可能となる。
【００２６】
　図６は着呼制御処理（図４のＳ１０５）を説明するためのフロー図である。
【００２７】
　ＳＩＰ処理部１０４は、ＩＰ網ＩＦ部１０２が受信したＩＮＶＩＴＥメッセージに含ま
れている着番号を特定する（Ｓ１０５１）。次に、番号記憶部１０５を参照し、特定した
着番号を番号記憶部１０５に記憶されているＶｏＩＰ番号１０５２から検索し、該発番号
と一致するＶｏＩＰ番号１０５２に対応付けられているＰＳＴＮ番号１０５１を特定する
（Ｓ１０５２）。そして、特定したＰＳＴＮ番号を着番号とし（特定したＰＳＴＮ番号が
外線番号と内線番号とを繋ぎ合わせた番号である場合は、外線番号を着番号とすると共に
、内線番号を着番号のサブアドレスとし）、該ＩＮＶＩＴＥメッセージに含まれている発
番号（ＶｏＩＰ番号）を発番号とするＳＥＴＵＰメッセージを生成し（Ｓ１０５３）、こ
のＳＥＴＵＰメッセージを例えばＩＳＤＮのＤチャネルを介して回線ＩＦ部１０１から収
容装置に送信する（Ｓ１０５４）。そして、収容装置が本ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に
対して応答メッセージ（ＣＯＮＮＥＣＴ）を送信する。その後、ＳＩＰ処理部１０４は、



(6) JP 4420832 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

該ＩＮＶＩＴＥを送信したＶｏＩＰ端末との間で、ＳＩＰに従った呼制御手順を行い、該
ＶｏＩＰ端末との間に呼を確立する（Ｓ１０５５）。
【００２８】
　それから、ＳＩＰ処理部１０４は回線ＩＦ部１０１にチャネル割当てを要求する。これ
を受けて、回線ＩＦ部１０１は、確立された呼に割当てる収容装置との間のチャネルを設
定し、設定したチャネルをＳＩＰ処理部１０４に通知する。ＳＩＰ処理部１０４は、回線
ＩＦ部１０１から通知されたチャネルおよび通話相手のＶｏＩＰ端末のＩＰアドレスをＲ
ＴＰ処理部１０３に通知する。これを受けて、ＲＴＰ処理部１０３は、回線ＩＦ部１０１
がＳＩＰ処理部１０４より通知されたチャネルを介して収容装置より受信した通話信号、
および、ＩＰ網ＩＦ部１０２が受信した、ＳＩＰ処理部１０４より通知されたＩＰアドレ
スを持つ通話相手のＲＴＰパケットに対して、ＲＴＰに規定する処理を行う。これにより
、通話が可能となる。
【００２９】
　次に、上記構成のＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの利用形態に
ついて説明する。
【００３０】
　<第１の利用形態>
　図７はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第１の利用形態を示す
図である。ここで、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＩＳＤＮケーブルを介してＰＢＸ２
に接続されると共に、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）ケーブルを介してＳＩＰサーバ４を
含むＶｏＩＰ網３に接続されている。また、ＶｏＩＰ網３にはＶｏＩＰ端末５が接続され
ている。ＰＢＸ２には内線電話６が接続されている。
【００３１】
　ＰＢＸ２は、発呼に際して、自身に登録されている契約番号が発番号として付与されて
た呼（ＳＥＴＵＰメッセージ）を出力する。ＶｏＩＰ端末５は、着呼に際して、呼（ＩＮ
ＶＩＴＥメッセージ）に付与されている発番号を表示部に表示する発信者番号表示機能を
有する。同様に、内線電話６は、着呼に際して、ＰＢＸ２から通知された発番号を表示部
に表示する発信者番号表示機能を有する。そして、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１の番号記
憶部１０５には、ＰＳＴＮ番号１０５１としてＰＢＸ２のユーザが加入しているＩＳＤＮ
による電話サービスの契約番号が登録され、ＶｏＩＰ番号１０５２としてＰＢＸ２のユー
ザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号が登録されている。
【００３２】
　ここでは、ＰＢＸ２のユーザが加入しているＩＳＤＮによる電話サービスの契約番号「
０３-１１１１-１１１１」がＰＢＸ２に登録されているものとする。また、ＰＢＸ２のユ
ーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号を「０５０-２２２２-２
２２２」とし、ＶｏＩＰ端末５のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービス
の契約番号を「０５０-３３３３-３３３３」とする。
【００３３】
　１．発信シーケンス
　以上のような環境において、内線電話６がオフフックされて、ＶｏＩＰ端末５の電話番
号「０５０-３３３３-３３３３」が入力されると（Ｓ２０１）、ＰＢＸ２は、自身に設定
されている契約番号「０３-１１１１-１１１１」が発番号として付与された、ＶｏＩＰ端
末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着番号とするＳＥＴＵＰメッセージをＶ
ｏＩＰゲートウエイ装置１に送出する（Ｓ２０２）。
【００３４】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＰＢＸ２からＳＥＴＵＰメッセージを受信すると、該
ＳＥＴＵＰメッセージに付与されている発番号「０３-１１１１-１１１１」と一致するＰ
ＳＴＮ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１
１１１」に対応付けられているＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２２２」を特定する。
そして、特定したＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２２２」が発番号として付与された
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、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着番号とするＩＮＶＩＴＥ
メッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ２０３）。
【００３５】
　ＳＩＰサーバ４はＶｏＩＰゲートウエイ装置１から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージで
指定されている着番号「０５０-３３３３-３３３３」からＶｏＩＰ端末５の位置（ＩＰア
ドレス）を特定し、該ＶｏＩＰ端末５に該ＩＮＶＩＴＥメッセージを転送する（Ｓ２０４
）。そして、ＶｏＩＰ端末５は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信する
と、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている発番号「０５０-２２２２-２２２２」を
表示する（Ｓ２０５）。その後は、各装置が連携してＳＩＰに従った呼制御手順を行い、
これにより、ＶｏＩＰ端末５と内線端末６との間に通話路が形成される。
【００３６】
　２．着信シーケンス
　また、以上のような環境において、ＶｏＩＰ端末５がオフフックされて、ＰＢＸ２の電
話番号（ＩＰ電話サービスの契約番号）「０５０-２２２２-２２２２」が入力されると、
ＶｏＩＰ端末５は、自身に設定されている契約番号「０５０-３３３３-３３３３」が発番
号として付与された、ＰＢＸ２の電話番号「０５０-２２２２-２２２２」を着番号とする
ＩＮＶＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ２１１）。
【００３７】
　ＳＩＰサーバ４は、ＶｏＩＰ端末５から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されて
いる着番号「０５０-２２２２-２２２２」からＰＢＸ２が接続されたＶｏＩＰゲートウエ
イ装置１の位置（ＩＰアドレス）を特定し、該ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に該ＩＮＶＩ
ＴＥメッセージを転送する（Ｓ２１２）。
【００３８】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信す
ると、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている着番号「０５０-２２２２-２２２２」
と一致するＶｏＩＰ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＶｏＩＰ番号「０５
０-２２２２-２２２２」に対応付けられているＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１１１１」
を特定する。そして、特定したＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１１１１」を着番号とする
、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」が発番号として付与されたＳ
ＥＴＵＰメッセージをＰＢＸ２に送出する（Ｓ２１３）。
【００３９】
　ＰＢＸ２はＶｏＩＰゲートウエイ装置１からＳＥＴＵＰメッセージを受信すると、該Ｓ
ＥＴＵＰメッセージで指定されている発番号「０５０-３３３３-３３３３」を、内線電話
６に通知して呼び出す（Ｓ２１４）。これを受けて、内線電話６はＰＢＸ２から通知され
た発番号「０５０-３３３３-３３３３」を表示する（Ｓ２１５）。その後は、各装置が連
携してＳＩＰに従った呼制御手順を行い、これにより、ＶｏＩＰ端末５と内線端末６との
間に通話路が形成される。
【００４０】
　<第２の利用形態>
　図８はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第２の利用形態を示す
図である。このＶｏＩＰ通信システムは、基本的には図７に示す第１の利用形態のＶｏＩ
Ｐ通信システムと同様である。しかし、次の点で異なる。
【００４１】
　すなわち、ＰＢＸ２は、発呼に際して、自身に登録されている契約番号が発番号として
付与されると共に、オフフックされた内線端末６に付与されている内線番号が発番号のサ
ブアドレスとして付与された呼（ＳＥＴＵＰメッセージ）を出力する。また、ＶｏＩＰゲ
ートウエイ装置１の番号記憶部１０５には、ＰＳＴＮ番号１０５１としてＰＢＸ２のユー
ザが加入しているＩＳＤＮによる電話サービスの契約番号とＰＢＸ２に接続されている内
線電話６の内線番号とが登録され、ＶｏＩＰ番号１０５２としてＰＢＸ２のユーザが加入
しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号が登録されている。
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【００４２】
　ここでは、ＰＢＸ２のユーザが加入しているＩＳＤＮによる電話サービスの契約番号「
０３-１１１１-１１１１」および内線電話６の内線番号「３００」がＰＢＸ２に登録され
ているものとする。また、ＰＢＸ２のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サー
ビスの契約番号を「０５０-２２２２-２２２２」とし、ＶｏＩＰ端末５のユーザが加入し
ているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号を「０５０-３３３３-３３３３」とす
る。
【００４３】
　１．発信シーケンス
　以上のような環境において、内線電話６がオフフックされて、ＶｏＩＰ端末５の電話番
号「０５０-３３３３-３３３３」が入力されると（Ｓ３０１）、ＰＢＸ２は自身に設定さ
れている契約番号「０３-１１１１-１１１１」が発番号として付与されると共に、オフフ
ックされた内線電話６の内線番号「３００」が発番号のサブアドレスとして付与された、
ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着番号とするＳＥＴＵＰメッ
セージをＶｏＩＰゲートウエイ装置１に送出する（Ｓ３０２）。
【００４４】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＰＢＸ２からＳＥＴＵＰメッセージを受信すると、該
ＳＥＴＵＰメッセージに付与されている発番号「０３-１１１１-１１１１」に、該ＳＥＴ
ＵＰメッセージに付与されている発番号のサブアドレス「３００」を繋ぎ合わせた番号と
一致するＰＳＴＮ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＰＳＴＮ番号「０３-
１１１１-１１１１-３００」に対応付けられているＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２
２２」を特定する。そして、特定したＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２２２」が発番
号として付与された、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着番号
とするＩＮＶＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ３０３）。
【００４５】
　ＳＩＰサーバ４はＶｏＩＰゲートウエイ装置１から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージで
指定されている着番号「０５０-３３３３-３３３３」からＶｏＩＰ端末５の位置（ＩＰア
ドレス）を特定し、該ＶｏＩＰ端末５に該ＩＮＶＩＴＥメッセージを転送する（Ｓ３０４
）。そして、ＶｏＩＰ端末５はＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信すると
、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている発番号「０５０-２２２２-２２２２」を表
示する（Ｓ３０５）。その後は、各装置が連携してＳＩＰに従った呼制御手順を行い、こ
れにより、ＶｏＩＰ端末５と内線端末６との間に通話路が形成される。
【００４６】
　２．着信シーケンス
　また、以上のような環境において、ＶｏＩＰ端末５がオフフックされて、ＰＢＸ２の電
話番号（ＩＰ電話サービスの契約番号）「０５０-２２２２-２２２２」が入力されると、
ＶｏＩＰ端末５は、自身に設定されている契約番号「０５０-３３３３-３３３３」が発番
号として付与された、ＰＢＸ２の電話番号「０５０-２２２２-２２２２」を着番号とする
ＩＮＶＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ３１１）。
【００４７】
　ＳＩＰサーバ４はＶｏＩＰ端末５から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されてい
る着番号「０５０-２２２２-２２２２」からＰＢＸ２が接続されたＶｏＩＰゲートウエイ
装置１の位置（ＩＰアドレス）を特定し、該ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に該ＩＮＶＩＴ
Ｅメッセージを転送する（Ｓ３１２）。
【００４８】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信す
ると、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている着番号「０５０-２２２２-２２２２」
と一致するＶｏＩＰ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＶｏＩＰ番号「０５
０-２２２２-２２２２」に対応付けられているＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１１１１-
３００」を特定すると共に、特定したＰＳＴＮ番号から内線番号「３００」を分離する。
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そして、内線番号「３００」が分離されたＰＳＴＮ番号の残りの部分「０３-１１１１-１
１１１」を着番号とし、分離した内線番号「３００」を着番号のサブアドレスとする、Ｖ
ｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」が発番号として付与されたＳＥＴ
ＵＰメッセージをＰＢＸ２に送出する（Ｓ３１３）。
【００４９】
　ＰＢＸ２はＶｏＩＰゲートウエイ装置１からＳＥＴＵＰメッセージを受信すると、該Ｓ
ＥＴＵＰメッセージで指定されている発番号「０５０-３３３３-３３３３」を、該ＳＥＴ
ＵＯメッセージで指定されている着番号のサブアドレス「３００」を内線番号とする内線
電話６に通知して呼び出す（Ｓ３１４）。これを受けて、内線番号「３００」の内線電話
６は、ＰＢＸ２から通知された発番号「０５０-３３３３-３３３３」を表示する（Ｓ３１
５）。その後は、各装置が連携してＳＩＰに従った呼制御手順を行い、これにより、Ｖｏ
ＩＰ端末５と内線端末６との間に通話路が形成される。
【００５０】
　<第３の利用形態>
　図９はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第３の利用形態を示す
図である。ここで、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＩＳＤＮケーブルを介して交換機８
を含むＩＳＤＮ網７に接続されると共に、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）ケーブルを介し
てＳＩＰサーバ４を含むＶｏＩＰ網３に接続されている。また、ＰＳＴＮ網７にはＩＳＤ
Ｎ端末９が接続され、ＶｏＩＰ網３にはＶｏＩＰ端末５が接続されている。
【００５１】
　ＩＳＤＮ端末９は、発呼に際して、自身に登録されている契約番号が発番号として付与
されてた呼（ＳＥＴＵＰメッセージ）を出力する。また、着呼に際して、ＩＳＤＮ網７か
ら通知された発番号を表示部に表示する発信者番号表示機能を有する。ＶｏＩＰ端末５は
、着呼に際して、呼（ＩＮＶＩＴＥメッセージ）に付与されている発番号を表示部に表示
する発信者番号表示機能を有する。そして、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１の番号記憶部１
０５には、ＰＳＴＮ番号１０５１としてＩＳＤＮ端末９のユーザが加入しているＩＳＤＮ
による電話サービスの契約番号が登録され、ＶｏＩＰ番号１０５２としてＩＳＤＮ端末９
のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号が登録されている。
【００５２】
　ここでは、ＰＢＸ２のユーザが加入しているＩＳＤＮによる電話サービスの契約番号「
０３-１１１１-１１１１」がＩＳＤＮ端末９に登録されているものとする。また、ＩＳＤ
Ｎ端末９のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号を「０５０
-２２２２-２２２２」とし、ＶｏＩＰ端末５のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ
電話サービスの契約番号を「０５０-３３３３-３３３３」とする。
【００５３】
　１．発信シーケンス
　以上のような環境において、ＩＳＤＮ端末９がオフフックされて、ＶｏＩＰ端末５の電
話番号（ＩＰ電話サービスの契約番号）「０５０-３３３３-３３３３」が入力されると、
ＩＳＤＮ端末９は、自身に設定されている契約番号「０３-１１１１-１１１１」が発番号
として付与された、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着番号と
するＳＥＴＵＰメッセージをＩＳＤＮ網７に送出する（Ｓ４０１）。そして、交換機８は
、ＩＳＤＮ端末９から送出されたＳＥＴＵＰメッセージを、該ＳＥＴＵＰメッセージで指
定されている着番号「０５０-３３３３-３３３３」に従い、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１
に転送する（Ｓ４０２）。
【００５４】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＩＳＤＮ網７からＳＥＴＵＰメッセージを受信すると
、該ＳＥＴＵＰメッセージに付与されている発番号「０３-１１１１-１１１１」と一致す
るＰＳＴＮ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＰＳＴＮ番号「０３-１１１
１-１１１１」に対応付けられているＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２２２」を特定
する。そして、特定したＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２２２」が発番号として付与
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された、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着番号とするＩＮＶ
ＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ４０３）。
【００５５】
　ＳＩＰサーバ４は、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージ
で指定されている着番号「０５０-３３３３-３３３３」からＶｏＩＰ端末５の位置（ＩＰ
アドレス）を特定し、該ＶｏＩＰ端末５に該ＩＮＶＩＴＥメッセージを転送する（Ｓ４０
４）。そして、ＶｏＩＰ端末５は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信す
ると、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている発番号「０５０-２２２２-２２２２」
を表示する（Ｓ４０５）。その後は、各装置が連携してＩＳＤＮおよびＳＩＰに従った呼
制御手順を行い、これにより、ＩＳＤＮ端末９とＶｏＩＰ端末５との間に通話路が形成さ
れる。
【００５６】
　２．着信シーケンス
　また、以上のような環境において、ＶｏＩＰ端末５がオフフックされて、ＩＳＤＮ端末
２の電話番号（ＩＰ電話サービスの契約番号）「０５０-２２２２-２２２２」が入力され
ると、ＶｏＩＰ端末５は、自身に設定されている契約番号「０５０-３３３３-３３３３」
が発番号として付与された、ＩＳＤＮ端末２の電話番号「０５０-２２２２-２２２２」を
着番号とするＩＮＶＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ４１１）。
【００５７】
　ＳＩＰサーバ４は、ＶｏＩＰ端末５から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されて
いる着番号「０５０-２２２２-２２２２」からＶｏＩＰゲートウエイ装置１の位置（ＩＰ
アドレス）を特定し、該ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に該ＩＮＶＩＴＥメッセージを転送
する（Ｓ４１２）。
【００５８】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信す
ると、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている着番号「０５０-２２２２-２２２２」
と一致するＶｏＩＰ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＶｏＩＰ番号「０５
０-２２２２-２２２２」に対応付けられているＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１１１１」
を特定する。そして、特定したＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１１１１」を着番号とする
、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」が発番号として付与されたＳ
ＥＴＵＰメッセージをＩＳＤＮ網７に送出する（Ｓ４１３）。そして、交換機８は、Ｖｏ
ＩＰゲートウエイ装置１から送出されたＳＥＴＵＰメッセージを、該ＳＥＴＵＰメッセー
ジで指定されている着番号「０３-１１１１-１１１１」に従い、ＩＳＤＮ端末９に転送す
る（Ｓ４１４）。そして、ＩＳＤＮ端末９は、ＩＳＤＮ網７からＳＥＴＵＰメッセージを
受信すると、該ＳＥＴＵＰメッセージで指定されている発番号「０５０-３３３３-３３３
３」を表示する（Ｓ４１４）。その後は、各装置が連携してＩＳＤＮおよびＳＩＰに従っ
た呼制御手順を行い、これにより、ＩＳＤＮ端末９とＶｏＩＰ端末５との間に通話路が形
成される。
【００５９】
　<第４の利用形態>
　図１０はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第４の利用形態を示
す図である。このＶｏＩＰ通信システムは、基本的には図９に示す第３の利用形態のＶｏ
ＩＰ通信システムと同様である。しかし、次の点で異なる。
【００６０】
　すなわち、ＩＳＤＮ端末９は例えばＰＢＸであり、発呼に際して、自身に登録されてい
る契約番号が発番号として付与されると共に、自身が収容する内線電話（不図示）に付与
されている内線番号が発番号のサブアドレスとして付与された呼（ＳＥＴＵＰメッセージ
）を出力する。また、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１の番号記憶部１０５には、ＰＳＴＮ番
号１０５１としてＩＳＤＮ端末９のユーザが加入しているＩＳＤＮによる電話サービスの
契約番号とＩＳＤＮ端末９が収容する内線電話の内線番号とが登録され、ＶｏＩＰ番号１
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０５２としてＩＳＤＮ端末９のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの
契約番号が登録されている。
【００６１】
　ここでは、ＩＳＤＮ端末９のユーザが加入しているＩＳＤＮによる電話サービスの契約
番号「０３-１１１１-１１１１」とＩＳＤＮ端末９が収容する内線電話の内線番号「３０
０」とがＩＳＤＮ端末９に登録されているものとする。また、ＩＳＤＮ端末９のユーザが
加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約番号を「０５０-２２２２-２２２２
」とし、ＶｏＩＰ端末５のユーザが加入しているＶｏＩＰによるＩＰ電話サービスの契約
番号を「０５０-３３３３-３３３３」とする。
【００６２】
　１．発信シーケンス
　以上のような環境において、ＩＳＤＮ端末９が収容する内線電話がオフフックされて、
ＶｏＩＰ端末５の電話番号（ＩＰ電話サービスの契約番号）「０５０-３３３３-３３３３
」が入力されると、ＩＳＤＮ端末９は、自身に設定されている契約番号「０３-１１１１-
１１１１」が発番号として付与されると共に、オフフックされた内線電話の内線番号「３
００」が発番号のサブアドレスとして付与された、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-
３３３３-３３３３」を着番号とするＳＥＴＵＰメッセージをＩＳＤＮ網７に送出する（
Ｓ５０１）。そして、交換機８は、ＩＳＤＮ端末９から送出されたＳＥＴＵＰメッセージ
を、該ＳＥＴＵＰメッセージで指定されている着番号「０５０-３３３３-３３３３」に従
い、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に転送する（Ｓ５０２）。
【００６３】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＩＳＤＮ網７からＳＥＴＵＰメッセージを受信すると
、該ＳＥＴＵＰメッセージに付与されている発番号「０３-１１１１-１１１１」に、該Ｓ
ＥＴＵＰメッセージに付与されている発番号のサブアドレス「３００」を繋ぎ合わせた番
号と一致するＰＳＴＮ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＰＳＴＮ番号「０
３-１１１１-１１１１-３００」に対応付けられているＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-
２２２２」を特定する。そして、特定したＶｏＩＰ番号「０５０-２２２２-２２２２」が
発番号として付与された、ＶｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」を着
番号とするＩＮＶＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ５０３）。
【００６４】
　ＳＩＰサーバ４は、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージ
で指定されている着番号「０５０-３３３３-３３３３」からＶｏＩＰ端末５の位置（ＩＰ
アドレス）を特定し、該ＶｏＩＰ端末５に該ＩＮＶＩＴＥメッセージを転送する（Ｓ５０
４）。そして、ＶｏＩＰ端末５は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信す
ると、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている発番号「０５０-２２２２-２２２２」
を表示する（Ｓ５０５）。その後は、各装置が連携してＩＳＤＮおよびＳＩＰに従った呼
制御手順を行い、これにより、ＩＳＤＮ端末９とＶｏＩＰ端末５との間に通話路が形成さ
れる。
【００６５】
　２．着信シーケンス
　また、以上のような環境において、ＶｏＩＰ端末５がオフフックされて、ＩＳＤＮ端末
２の電話番号（ＩＰ電話サービスの契約番号）「０５０-２２２２-２２２２」が入力され
ると、ＶｏＩＰ端末５は、自身に設定されている契約番号「０５０-３３３３-３３３３」
が発番号として付与された、ＩＳＤＮ端末２の電話番号「０５０-２２２２-２２２２」を
着番号とするＩＮＶＩＴＥメッセージをＳＩＰサーバ４に送出する（Ｓ５１１）。
【００６６】
　ＳＩＰサーバ４はＶｏＩＰ端末５から受信したＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されてい
る着番号「０５０-２２２２-２２２２」からＶｏＩＰゲートウエイ装置１の位置（ＩＰア
ドレス）を特定し、該ＶｏＩＰゲートウエイ装置１に該ＩＮＶＩＴＥメッセージを転送す
る（Ｓ５１２）。
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【００６７】
　ＶｏＩＰゲートウエイ装置１は、ＳＩＰサーバ４からＩＮＶＩＴＥメッセージを受信す
ると、該ＩＮＶＩＴＥメッセージで指定されている着番号「０５０-２２２２-２２２２」
と一致するＶｏＩＰ番号を番号記憶部１０５から検索し、該検索したＶｏＩＰ番号「０５
０-２２２２-２２２２」に対応付けられているＰＳＴＮ番号「０３-１１１１-１１１１-
３００」を特定すると共に、特定したＰＳＴＮ番号から内線番号「３００」を分離する。
そして、内線番号「３００」が分離されたＰＳＴＮ番号の残りの部分「０３-１１１１-１
１１１」を着番号とし、分離した内線番号「３００」を着番号のサブアドレスとする、Ｖ
ｏＩＰ端末５の電話番号「０５０-３３３３-３３３３」が発番号として付与されたＳＥＴ
ＵＰメッセージをＩＳＤＮ網７に送出する（Ｓ５１３）。そして、交換機８は、ＶｏＩＰ
ゲートウエイ装置１から送出されたＳＥＴＵＰメッセージを、該ＳＥＴＵＰメッセージで
指定されている着番号「０３-１１１１-１１１１」に従って、ＩＳＤＮ端末９に転送する
（Ｓ５１４）。
【００６８】
　ＩＳＤＮ端末９は、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１からＳＥＴＵＰメッセージを受信する
と、該ＳＥＴＵＰメッセージで指定されている発番号「０５０-３３３３-３３３３」を、
該ＳＥＴＵＰメッセージで指定されている着番号のサブアドレス「３００」を内線番号と
する内線電話に通知して呼び出す。これを受けて、内線番号「３００」の内線電話は、Ｉ
ＳＤＮ端末９から通知された発番号「０５０-３３３３-３３３３」を表示する（Ｓ５１５
）。その後は、各装置が連携してＳＩＰに従った呼制御手順を行い、これにより、ＶｏＩ
Ｐ端末５と内線端末６との間に通話路が形成される。
【００６９】
　以上、本発明の実施形態について説明した。
【００７０】
　本実施形態では、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１が番号編集を行う。回線ＩＦ部１０１に
着信した呼にＰＳＴＮ番号が発番号として付与されている場合は、この番号をＶｏＩＰ番
号に変換してから呼をＶｏＩＰ網に送出する。あるいは、ＩＰ網ＩＦ部１０２に着信した
呼に着番号として付与されているＶｏＩＰ番号をＰＳＴＮ番号に変換し、それから該呼を
回線ＩＦ部１０１から出力する。したがって、回線ＩＦ部１０１に接続されたＰＢＸ等の
収容装置の番号計画を変更することなく、該収容装置をＶｏＩＰ網に接続してＩＰ電話サ
ービスを受けられるようにすることができる。
【００７１】
　なお、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で数々の
変形が可能である。例えば、上記の実施形態では、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１において
、回線ＩＦ部１０１に着信した呼の発番号、および、ＩＰ網ＩＦ部１０２に着信した呼の
着番号の両方の番号編集を行う場合について説明したが、いずれか一方についてのみ番号
編集を行うようにしてもよい。
【００７２】
　また、上記の実施形態では、回線ＩＦ部１０１がＩＳＤＮに接続されている場合を例に
とり説明したが、本発明はこれに限定されない。回線ＩＦ部１０１に接続されたＰＢＸ等
の収容装置が、回線ＩＦ部１０１に着信する呼に発番号を付与することができるものであ
ればよく、この場合、アナログ方式の電話線（２Ｗ，ＯＤ，ＴＴＣ等）であってもよい。
また、ＩＰ網ＩＦ部１０２に着信した呼の着番号についてのみ番号編集を行う場合は、回
線ＩＦ部１０１に着信する呼に発番号が付与されていなくてもよい。
【００７３】
　また、上記の実施形態では、ＶｏＩＰゲートウエイ装置１がＳＩＰサーバ４を利用する
場合を例にとり説明したが本発明はこれに限定されない。ＶｏＩＰゲートウエイ装置１が
ＳＩＰサーバ４の機能を備えていてもよい。また、上記の実施形態では、ＶｏＩＰによる
ＩＰ電話サービスに用いる呼制御プロトコルとしてＳＩＰを用いる場合を例にとり説明し
たが、本発明はこれに限定されない。例えばＨ.３２３を利用するものでってもよい。
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【００７４】
　また、上述したＶｏＩＰゲートウエイ装置１の各構成は、コンピュータがプログラムを
実行することにより実現されるものでなくてもよい。ＡＳＩＣ（Application Specific I
ntegrated Circuit）、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）などの集積ロジック
ＩＣによりハード的に実行されるものでもよいし、あるいは、ＤＳＰ（Digital Signal P
rocessor）など計算機によりソフトウエア的に実行されるものでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】図１は本発明の一実施形態が適用されたＶｏＩＰゲートウエイ装置の概略図であ
る。
【図２】図２は番号編集テーブルを模式的に表した図である。
【図３】図３はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のハードウエア構成例を示す図である。
【図４】図４はＶｏＩＰゲートウエイ装置１の呼制御処理を説明するためのフロー図であ
る。
【図５】図５は発呼制御処理（図４のＳ１０４）を説明するためのフロー図である。
【図６】図６は着呼制御処理（図４のＳ１０５）を説明するためのフロー図である。
【図７】図７はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第１の利用形態
を示す図である。
【図８】図８はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第２の利用形態
を示す図である。
【図９】図９はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第３の利用形態
を示す図である。
【図１０】図１０はＶｏＩＰゲートウエイ装置１のＶｏＩＰ通信システムへの第４の利用
形態を示す図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１…ＶｏＩＰゲートウエイ装置、１０１…回線ＩＦ部、１０２…ＩＰ網ＩＦ部、１０３
…ＲＴＰ処理部、１０４…ＳＩＰ処理部、１０５…番号記憶部
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